























  報告者 ロベール・ボワイエ(パリ社会科学高等研究院研究部長) 
       「欧州の不完全な政策ミックス：東アジアへの示唆」 
      八木紀一郎(京都大学経済学研究科教授) 
       「経済統合と地域政策：欧州と東アジア」 
日時： ４月２４日（木） 午後２時から６時 
   会場：京都大学経済学研究科研究棟８F東端リフレッシュルーム 






















































































日本人でもほとんど手を出さないリンゴ1 個 3000 円という買い物。おそらく芸術品のような農産
物であるリンゴに対する好奇心から買い物衝動が生まれたと思われる。店頭に並んでいるリンゴの表
面に爪痕がよく見かけると聞くが、おそらくそれを見た買い物客が本当にリンゴかと疑い、指で試し
ただろう。売る側としてはリンゴの購入客に感謝の気持ちを持ってそのような商品がどのようにして
栽培したのかを説明する義務がある。それがブランドイメージの早期確立にもつながるはずである。 
 なお中長期の輸出戦略としては主力のふじの出番を考えるべきであろう。いまふじは世界のリンゴ
生産量の20%（約1200万トン）を占めている。稀に見る優良品種を生み出し、それを世界に広めた
ことで青森リンゴ関係者はある種の達成感を持っていると同時に、もし知的所有権に則って栽培農家
からロイヤリティーをとる仕組みが整備されていたならば、毎年100億円の単位のお金が入ってくる
のに、という悔いもある。これからふじの原産地から、ふじの生産量がもっとも多い中国へ輸出して
いくにはどんな試練が待っているのか、その成功経験はいま大陸市場に照準を当てている多くの中小
ビジネスに輸出モデルを提供してくれるに違いない。 
